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[bookmark: _heading=h.mhjhv4etaef5]複数の用途が複合した施設の開発実績を証する書類
	資格要件
	(1) 複数の用途が複合した施設の開発実績
　　非住宅用途（物販店、飲食店、サービス業を営む店舗、ホテル、オフィス等）を含む複合施設の開発を行った実績があること。なお、住宅又は共同住宅、駐車場、または倉庫等の物流施設が主たる用途と認められるもの（共同住宅の１階部分に店舗を設けたもの等）は対象外とする。




	開発実績の内容
	複合施設の名称
	

	
	複合施設の所在地
	

	
	複合施設の竣工年月
	

	
	複合施設の用途
	

	
	実績を有する法人名
	（JVもしくはSPCとしての実績の場合は出資比率も記載すること）


注）以下を確認のうえ、実績を証する書類を添付すること（金額等の機密事項は黒塗りで構わない）。
(1) 開発実績（事業主）であることが確認できる書類
　　工事請負契約書（発注者が確認できる巻頭・署名部分）の写し等
(2) 複合施設の用途が確認できる書類
パンフレット、建築計画概要書、各階の平面図（用途配置が記載されたもの）の写し等
(3) JVまたはSPCの実績とする場合
　　・応募者（民間企業グループの場合は代表企業）が当該JVまたはSPCの代表企業であることがわかる書類（協定書、登記簿等）
　　または、
　　・資本関係が確認できる書類（協定書、株主名簿、出資関係図等）
※JVの場合は、出資比率が20％以上であることを確認できる協定書等を添付すること。
※SPCの場合は、出資比率が20％以上であることを確認できる株主名簿や出資関係図等を添付すること。
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